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　当院には、看護師・社会福祉士・事務員が協働する
「地域医療室」があり、「企画連携課」は、その部屋
で業務を行っています。
　「企画連携課」とは聞き慣れない部署だと思います
が、患者さんにとって大切な役割を担っています。

①かかりつけ医からの紹介予約受付・受診相談
　紹介患者さんの予約には、かかりつけ医からの
　「紹介状」のやりとりが必須です。「紹介状」という単語は聞いたことがある方も多いと思い
　ますが、これは医師から医師へのお手紙です。正式には「診療情報提供書」と言います。名称の
　通り、患者さんの既往症、現病歴、紹介目的、各種検査結果などが記載されています。
　話は少し本題から外れますが「紹介状」の役割とそのメリットについて説明します。かかりつけ
　医から「紹介状」を持参いただくこと（＝事前にかかりつけ医を受診される事）には大きな
　メリットがあります。通常当院では初診患者さんは、当日受付時間までに来院/受付して順番を
　待って頂くことになりますが、紹介患者さんはかかりつけ医からの事前予約が可能です。さらに
　「紹介状なし」の初診患者さんには保険負担分とは別に実費負担をいただく場合がございますが、
　「紹介状」があれば実費負担は不要となります。
　上述の「紹介状」をふまえて「企画連携課」は、かかりつけ医からの予約を調整して、患者さん
　のスムーズな受診を心がけるようにしています。
　また時には、かかりつけ医から受診相談という形で受診の必要性や直接入院を要するご相談もい
　ただき、かかりつけ医と当院医師との橋渡し的な業務を行うこともあります。業務の中で、事務
　だけで判断が難しく医療専門職の知識が必要な際は、看護師に助言を受けるなどし、患者さんの
　受診につなげるように調整しています。

②紹介患者さんの診察/検査結果などの報告
　ご紹介いただいた患者さんの診察結果やCT/MRIなどの検査結果を当院の担当医師が「診療情報
　提供書」としてまとめた書類をかかりつけ医に報告します。この報告を参考に　して、かかりつ
　け医での診療を継続していただくことになります。場合によっては一旦当院に入院していただ
　き、退院後かかりつけ医で継続診療をお願いする事もありますが、このような場合にも「診療
　情報提供書」により退院時の患者情報のやり取りがなされます。

③多職種連携による他院、他施設などとの橋渡し的業務
　前述のように同室には、看護師・社会福祉士も専門職として多彩な業務（入退院支援、医療費、
　社会福祉制度利用、がん相談など）を行っています。「企画連携課」は、そうした専門職と横断
　的な関わりが必要なケースには、多職種連携により切れ目のない業務展開を心がけています。

　「企画連携課」職員が直接患者さんと接する機会は少ないですが、縁の下の力持ちとして患者さ
　んのお役に立てるよう日々精進して参ります。
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